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履修に当たっ
ての注意・助言
/準備学習

各自が興味のある内容を題材としてプレゼンテーションに取り組む。場数を踏めば踏むほどプレゼンテーション
のテクニックは向上する。発表中心のゼミであるが、発表慣れしていただきたい。常に、範囲について予習して
臨むこと。

講義計画

後 期

第9回　発表Ⅰ　　　　　　　　　発表予定を決め、順次発表に入る（１コマ１名の発表）
第10回　発表Ⅱ
第11回　発表Ⅲ
第12回　発表Ⅳ
第13回　発表Ⅴ
第14回　発表Ⅵ
第15回　発表Ⅶ　　　　　　　　　プレゼンテーションのまとめ　　　ディスカッション

テキスト 必要に応じ抄録を配布

参考書 説明と説得のためのプレゼンテーション（海保博之編、共立出版）

目的と概要

日本の表現文化は、受け身をよしとし積極的な展開を好まない風土である。しかし、社会は国際化の波にもま
れ、異文化を受け入れ、自己主張を求めている。学習する技術を獲得すことが主題であり、読解力、傾聴力、
文書作成力、そして説明・説得力を高める方法を確認する。スポーツを科学的にとらえる眼を養い、大学で学
ぶ技術を再確認することが狙いとなる。自ら進んで情報を獲得し、的確に表現するための作図・作文力が欠か
せない。
（隔週開催、後期がＢ）

成績評価法
パワーポイントを用いたプレゼンテーションの結果(40%)と発表資料を評価、
あわせて授業意欲(10%)や平常点(50%)を評価。

開期 後期 水曜日2限

授業テーマ
能動的な学習技術の修得をめざす

科目名 基礎ゼミナールⅠB

担当教員 吉川　真由美
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